
１．本年度の結果

①学力定着分析　NRT　偏差値平均　（全国を50とする）

２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全体

前年度結果
偏差値平均

50.6 53.1 51.5 51.3 51.5

本年度結果
偏差値平均 53.7 52.5 53 52 50.6 52.3

前年度結果
偏差値平均

52.1 52.7 49.9 53.7 52.5

本年度結果
偏差値平均 52.9 53.8 51.6 50.5 52.5 52.3

前年度結果
偏差値平均

52.6 50.9 51.2

本年度結果
偏差値平均 51.3 50.7 50.2 50.7

前年度結果
偏差値平均

51.3 52.9 51.4 52 51.8

本年度結果
偏差値平均 53.3 53.1 52 51.1 51.1 52.1

②全国学力・学習状況調査　正答率平均　（第6学年対象）

教科 国語 算数 理科

前年度結果
（対県比）

70
（106）

76
（108）

本年度結果
（対県比）

69
（103）

66
（103）

61
（92）

・QUの１回目と２回目の結果比較
（満足群の増加，不満足群・要支
援群の減少）
・QUにおける三次支援の児童数
の減少

【学級・学習集団づくり】
〇学級におけるルールを明確にし，学校生活
環境を整える。
○児童一人ひとりの役割を明確にし，居場所
を実感できるようにする。
○児童の交友関係を広げ，自他のよさ・魅力を
認め合えるようにする。

①担任等による児童面談を実施する。
②係活動を明確化し，定期的に振り返る機会を設定す
る。
③児童会活動における自治活動を積極的に採用する。
④学年全体での学習や活動を設定し，学級を超えたグ
ループを作る。
⑤学級目標の作り方を共有し，各学級の特別活動で教
師と児童の願いをもとに学級目標を作成する。

①いじめアンケートと同時期
②７月，12月，３月
③月１回の委員会活動
④随時（感染予防対策のた
め実施困難）
⑤４月

【授業改善を通した学力・学習意欲の向上】
A 全教諭が広い発問・つなぎ発言・自力解決
を意識した授業改善により授業力を向上させ
る。
　
B 全教諭が児童に基礎的基本的な学力を習
得させる。（全学級単元末テストの平均70点以
上）

C 全教諭が児童の学習意欲・期待感を向上さ
せる。（学習に対する肯定的評価80％以上）

A①広い発問・つなぎ発言・自力解決を意識した教材研
究に取り組む。
　（情報を関連付けて思考させる）
A②授業観察シートを用いて，各学期に１回以上の相互
授業参観を実施し，確認し合う。
B③NRT・全国学テの問題を解き，誤答分析をする。
B④課題があった内容を中心に，帯タイムで要約やNRT
類似問題プリントに繰り返し取り組ませる。（経験させ
る，繰り返して定着させる，制限時間を意識させる）
C⑤教職員によるノート交流研修や児童によるノート展
覧会を実施する。
⑥令和４年度の改善計画の立案・作成について，校内
研修を行う。

①６月～３月
②５月，10月，２月

③７月～８月，９月，１０月
④10月～３月

⑤６月，10月，２月
⑥４月

A　単元末の振り返りシートで，学
習に対する肯定的記述がある児
童80％以上（各学級）

B　単元末テストの平均70点以上
の児童を80％以上（各学級）
B　NRT類似問題プリントで正答率
80点以上の児童を80％以上（各
学級）
C　QUにおける学習意欲得点が
全国平均以上（各学級）

全体

３．課題解決に向けた学校組織全体の重点目標・取組

重点目標　（何を，どの程度達成するか） 達成のための具体的取組　（どのようにして） スケジュール 検証の指標・目標

別紙　　　　　　　　　令和４年度　学習分析事業　改善計画　三原市立三原小学校
２．調査から明らかになった課題

【年度当初の学力について】（NRTをうけて）
●国語科では，情報を選び構成を考えて話すこと(43.7%），文章を整え感想や意見
を伝え合う（43.0％），考えや感想を持って伝え合う（36.5％），主題や構成を読み
取る（45.1％）に課題があった。
●算数科では，平行・垂直と四角形，面積（49.7％），三角形・四角形の定義を用
いて考える（19％，23％，27％）に課題があった。
●理科では，水の温度による変化（52.8％），乾電池と豆電球（33.7％）に課題が
あった。

【年度当初の学力について】（全国学力・学習状況調査をうけて）
●国語科では，「文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見
付ける」問題３二（32.1）や「互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，自
分の考えをまとめる」問題１四（51.3）に課題が見られた。自分と友達の考えを比べたり
見直したりすること，立場を明確にした話合いをすることに課題があると考えられる。
●算数科では，「示された場面のように，数量が変わっても割合は変わらないことを理
解している」問題２（３）（25.6）「示された場面において，目的に合った数の処理の仕方
を考察できる」問題１（４）（41.0）に課題が見られた。割合についての理解や既習事項
を活用する力に課題があると考えられる。
●理科では，特に，「観察などで得た結果を，結果からいえることの視点で分析して，
解釈し，自分の考えをもつことができる」問題４（３）（26.9）に課題が見られた。観察結
果とグラフなどを関連付けて分析する力に課題があると考えられる。

国語

算数

理科


